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は
じ
め
に

　
「
椿
貞
雄　

歿
後
六
〇
年
記
念　

師
・
劉
生
、
そ
し
て
家
族
と
と
も
に
」
の
準
備
に
際
し

て
は
、
椿
だ
け
で
は
な
く
劉
生
の
作
品
や
資
料
に
も
当
た
っ
た
。
そ
の
中
に
、
武
者
小
路
實

篤（
一
八
八
五
―
一
九
七
六
）が
刊
行
し
た
雑
誌
『
新
し
き
村
』
の
た
め
に
劉
生
が
提
供
し
た

表
紙
絵
を
は
じ
め
と
す
る
装
画
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
装
画
に
つ
い
て
、
特
に
一
九
二
〇

（
大
正
九
）年
の
表
紙
絵
を
通
し
て
劉
生
の
造
形
思
考
の
変
化
に
つ
い
て
た
ど
る（
本
稿
は
内

容
上
、「
油
彩
画
家
・
椿
貞
雄
」
の
記
述
と
重
複
し
た
箇
所
が
あ
る
）。

雑
誌
『
新
し
き
村
』
と
岸
田
劉
生

　

一
九
一
六（
大
正
五
）年
暮
、
武
者
小
路
實
篤
は
東
京
か
ら
我
孫
子
に
転
居
し
た
。
彼
が
志

賀
直
哉（
一
八
八
三
―
一
九
七
一
）や
柳
宗
悦（
一
八
八
九
―
一
九
六
一
）た
ち
と
一
〇
年
に
創

刊
し
た
雑
誌
『
白
樺
』
は
、
誌
上
で
同
人
た
ち
が
讃
仰
す
る
ポ
ス
ト
印
象
派
や
ロ
ダ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
西
洋
の
芸
術
作
品
や
思
想
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
美
術
展
や
音
楽
会
の
開
催

を
着
実
に
重
ね
、
青
年
層
を
中
心
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
實
篤
は

同
誌
の
一
七
年
一
〇
月
号
に
「
美
術
館
を
つ
く
る
計
畫
に
就
て（
並
び
に
同
志
の
人
の
寄
附

を
つ
の
る
）」（註
1
）を
発
表
し
、
美
術
品
の
収
集
と
恒
常
的
な
施
設
の
建
設
を
広
く
呼
び
か
け
た
。

　

美
術
館
建
設
の
運
動
は
結
実
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
實
篤
は
こ
の
計
画
を
公
表
し
て

半
年
後
の
一
九
一
八（
大
正
七
）年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
理
想
主
義
的
を
共
有
す
る
同

志
た
ち
に
よ
る
理
想
社
会
す
な
わ
ち
「
新
し
き
村
」
建
設
に
関
す
る
対
話
形
式
の
文
章
を

『
白
樺
』
お
よ
び
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
発
表
し
た（
註
２
）。

　

実
現
に
向
け
て
の
動
き
は
早
か
っ
た
。
六
月
一
五
日
に
東
京
で
村
を
創
設
す
る
た
め
の
最

初
の
会
合
が
行
わ
れ
、
こ
の
翌
月
に
は
早
く
も
村
の
精
神
と
活
動
を
広
く
知
ら
せ
、
か
つ
運

営
資
金
を
獲
得
す
る
た
め
に
雑
誌
『
新
し
き
村
』
が
創
刊
さ
れ
た（
註
３
）。
同
じ
年
の
一
一
月

一
四
日
、
宮
崎
県
児
湯
郡
木
城
村（
現
・
木
城
町
）の
土
地
を
獲
得
す
る
目
処
が
つ
き
、
實
篤

は
翌
月
我
孫
子
を
離
れ
宮
崎
に
入
っ
た
。

　
『
新
し
き
村
』
の
判
型
は
『
白
樺
』
同
様
菊
判
で
、
ペ
ー
ジ
数
は
数
十
頁
足
ら
ず
の
も
の

が
多
い
。
創
刊
か
ら
終
刊
ま
で
岸
田
劉
生
が
装
画
を
担
当
し
て
い
る
。

　

装
画
は
次
の
通
り
。

①　

一
九
一
八
年
七
月
〜
一
二
月　

第
一
年
七
月
号
〜
一
二
月
号（
図
１
）

　
　
　

＊
創
刊
号
に
劉
生
の
記
載
は
な
い
が
、
八
月
号
か
ら
目
次
に
表
紙
装
幀
の
記
載
あ
り
。

②　

一
九
一
九
年
一
月
〜
一
一
月　

第
二
年
一
月
号
〜
一
一
月
号（
図
２
）

　
　
　

＊
一
二
月
は
休
刊
。

補
遺
　
岸
田
劉
生
に
よ
る
雑
誌
『
新
し
き
村
』
の
装
画
に
つ
い
て

科
英
也
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③　

一
九
二
〇
年
一
月
〜
六
月　

第
三
年
一
月
号
〜
六
月
号（
図
３
）

　
　
　

＊
こ
の
年
の
三
月
号
ま
で
『
白
樺
』
を
印
刷
し
て
い
た
三
秀
舎
が
雑
誌
の
制
作
を
行

っ
て
い
た
が
、
四
月
号
か
ら
有
志
た
ち
が
東
京
で
設
立
し
た
曠
野
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た（
こ
の
た
め
、
雑
誌
の
出
来
は
以
前
に
比
べ
劣
る
）。

　
　
　

曠
野
社
は
新
し
き
村
の
出
版
部（「
曠
野
社
は
村
の
一
部
で
、
新
し
き
村
の
第
一
工

場
」）と
し
て
『
新
し
き
村
』
や
「
新
し
き
村
叢
書
」、
實
篤
の
著
作
な
ど
を
刊
行
し
た

他
、
野
菜
や
花
卉
の
生
育
・
販
売
を
行
っ
た（
註
４
）。

④　
　

同　
　
　

七
月
〜
一
二
月　

第
三
年
七
月
号
〜
一
二
月
号（
図
４
）

　
　
　

＊
裏
表
紙
も
描
く（
図
５
）。
表
紙
・
裏
表
紙
共
に
二
色（
黒
・
赤
）刷
。

⑤　

一
九
二
一
年
一
月
〜
一
〇
月　

第
四
年
一
月
号
〜
一
〇
月
号（
図
６
）

　
　
　

＊
裏
表
紙
も
描
く（
図
７
）。
ま
た
、
第
一
年
の
表
紙
絵
が
中
扉
に
用
い
ら
れ
る
。
表

紙
は
二
色（
黒
・
赤
）・
裏
表
紙
は
一
色（
赤
）。

⑥　
　

同　
　
　

一
一
月
〜
一
二
月　

第
四
年
一
一
月
号
〜
一
二
月
号（
図
８
）

　
　
　

＊
中
扉
、
裏
表
紙
は
⑤
と
同
。

⑦　

一
九
二
二
年
一
月
〜
一
二
月　

第
五
年
一
月
号
〜
一
二
月
号

　
　
　

＊
一
一
月
は
休
刊
。
目
次
頁
の
カ
ッ
ト（
図
９
）以
外
は
表
紙
、
裏
表
紙
と
も
⑥
と
同
。

⑧　

一
九
二
三
年
一
月
〜
一
二
月　

第
六
年
一
月
号
〜
一
一
・
一
二
月
号（
図
10
）

　
　
　

＊
九
月
は
休
刊
。
三
・
四
月
、
一
一
・
一
二
月
は
そ
れ
ぞ
れ
合
併
号
。
表
紙
は
二
色

刷（
黒
・
赤
）。
裏
表
紙
は
「
第
一 

新
し
き
村
実
測
畧
図
」。

　

こ
れ
ら
の
全
て
を
劉
生
が
い
つ
描
い
た
か
に
つ
い
て
正
確
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
彼
の
日
記
に
み
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
記
述
か
ら
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
月
か
ら
一
ヶ
月

半
ほ
ど
前
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る（
註
５
）。

　

劉
生
は
一
九
一
六（
大
正
五
）年
七
月
、
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
て
療
養
の
た
め
に
代
々
木
山

谷
か
ら
荏
原
郡
駒
沢
村
に
転
居
し
、
更
に
翌
年
二
月
、
陽
光
の
地
を
求
め
て
鵠
沼
海
岸
に
移

っ
た
。
以
後
、
二
三
年
九
月
の
関
東
大
震
災
に
よ
る
京
都
移
住
ま
で
同
地
に
暮
ら
し
た
。

　

一
九
一
一（
明
治
四
四
）年
、
劉
生
は
『
白
樺
』
同
人
た
ち
と
出
会
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
彼

ら（
主
に
實
篤
）が
標
榜
し
て
い
た
自
己
に
対
す
る
信
頼
、
そ
し
て
自
ら
を
高
め
よ
う
と
す
る

意
志
を
知
っ
た
こ
と
で
自
ら
の
思
想
的
彷
徨（
註
６
）を
救
わ
れ
、
ま
た
彼
ら
を
通
じ
て
ポ
ス
ト

印
象
派
の
画
家
た
ち
、
更
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
絵
画
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
に
な

っ
た
。
後
に
劉
生
自
ら
も
『
白
樺
』
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
を
記
し
て
い

る
が
、
彼
の
「
鵠
沼
時
代
」
は
彼
と
『
白
樺
』
の
関
係
が
よ
り
緊
密
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ

が
対
外
的
に
も
示
さ
れ
た
時
期
だ
っ
た
。

　
『
新
し
き
村
』
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
一
八（
大
正
七
）年
七
月
、『
白
樺
』
は
通
巻
百
号
を
数

え
た
。
劉
生
は
こ
の
号
か
ら
二
三
年
五
月（
号
）ま
で
表
紙
を
は
じ
め
と
す
る
同
誌
の
装
画
を

担
当
し
て
い
る
。『
白
樺
』
の
装
画
は
一
〇（
明
治
四
三
）年
四
月
に
創
刊
し
た
際
に
表
紙
絵

を
描
い
た
児
島
喜
久
雄（
一
八
八
七
―
一
九
五
〇
）か
ら
、
劉
生
の
後
に
実
質
的
な
終
刊
号
と

な
っ
た
二
三
年
八
月
ま
で
装
画
を
提
供
し
た
富
本
憲
吉（
一
八
八
六
―
一
九
六
三
）ま
で
、
同

人
お
よ
び
同
人
と
関
係
す
る
造
形
作
家
に
よ
る
表
紙
絵
と
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
や
ゴ
ヤ
、
セ
ザ

ン
ヌ
な
ど
の
作
品
が
表
紙
を
飾
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
劉
生
が
装
画
を
担
当
し
た
期
間
が
最

も
長
い
。
一
九
年
に
は
白
樺
十
周
年
記
念
主
催
岸
田
劉
生
作
品
個
人
展
覧
会
が
東
京
と
京
都

で
開
催
さ
れ
、
翌
年
一
〇
月
に
は
『
白
樺
』
で
劉
生
の
特
輯
が
編
ま
れ
た
。
軌
を
一
に
し
て

實
篤
の
単
行
本
な
ど
の
装
幀
も
劉
生
が
手
が
け
た
も
の
が
増
え
て
い
る（
註
７
）。
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装
画
の
内
容
に
つ
い
て

　

岸
田
劉
生
に
よ
る
『
新
し
き
村
』
の
装
画
は
一
九
一
八（
大
正
七
）年
七
月
の
『
白
樺
』
一

〇
〇
号
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
硬
質
な
枠
で
囲
ま
れ
た
飾
文
字
を
大
き
く
扱
っ
た
第
一
年
、
第

二
年（
図
１
・
２
）か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
第
一
年
に
も
線
描
で
小
さ
な
人
物
像
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
表
紙
絵
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
第
三
年
に
当
た
る
二
〇
年

か
ら
に
な
る
。

　

第
三
年
は
二
種
類
の
表
紙
絵
が
存
在
す
る
。

　

一
月
号
〜
六
月
号（
図
３
）は
壁
龕
状
の
枠
の
中
に
、
上
か
ら
太
陽
と
そ
れ
に
向
か
っ
て
咲

き
誇
る
よ
う
な
巨
大
な
花
、
茎
の
下
に
炎
と
「
劉
」
の
サ
イ
ン
、
そ
の
真
下
に
新
し
く
大
地

か
ら
新
た
な
芽
が
生
え
て
い
る
。
芽
の
左
右
に
は
少
女
が
配
さ
れ
て
お
り
、
右
の
少
女
は
種

蒔
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
左
は
大
地
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
巨
大
な
花
に
向
か
っ
て
手
を

合
わ
せ
て
い
る
。
炎
は
「
劉
」
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
炎
で
あ
り
、
そ
れ
が
太
陽
に
向
か
う

巨
大
な
花
の
養
分
と
な
っ
て
い
る
。

　

太
陽
か
ら
大
地
の
新
芽
ま
で
の
垂
直
な
要
素
の
配
置
に
は
、
劉
生
が
一
九
一
四（
大
正
三
）

年
頃
に
キ
リ
ス
ト
教
に
由
来
す
る
、
普
遍
的
な
神
と
人
類
の
関
係
と
い
う
宗
教
的
な
テ
ー
マ

に
基
づ
い
た
大
作
《
人
類
の
意
志（
人
類
の
肖
像
）》
を
制
作
す
る
上
で
援
用
し
よ
う
と
し
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク（
一
七
五
七
―
一
八
二
七
）の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る（
第

一
年
の
線
描
に
よ
る
人
体
像
も
こ
の
流
れ
に
あ
る
）。
結
局
、《
人
類
の
意
志（
人
類
の
肖

像
）》
は
構
想
の
み
で
未
完
に
終
わ
っ
た
。
劉
生
の
制
作
史
に
お
い
て
ブ
レ
イ
ク
の
影
響
は

油
彩
の
場
合
一
四
年
ご
ろ
の
一
時
期
の
み
に
過
ぎ
ず
、
五
年
後
に
自
ら
制
作
の
歩
み
に
つ
い

て
記
し
た
文
章
で
は
言
及
す
ら
さ
れ
て
い
な
い（
註
８
）。
し
か
し
装
画
ま
で
含
め
て
見
る
と
、

宗
教
画
的
な
作
品
の
制
作
を
断
念
し
た
後
の
一
七
年
に
彼
が
手
掛
け
た
武
者
小
路
實
篤
『
カ

チ
カ
チ
山
と
花
咲
爺
』（
阿
蘭
陀
書
房
）の
た
め
の
装
画
に
色
濃
く
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
が

こ
の
後
も
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
表
紙
絵
に
は
彼
の
絵
画
が
ど
の
よ
う
な
世
界
観
や
原
理
に
拠
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る

の
か
を
絵
解
き
す
る
よ
う
に
、
彼
が
認
識
す
る
世
界
と
そ
の
上
位
に
位
置
す
る
で
あ
ろ
う
次

元
が
異
な
る
世
界
と
い
う
二
層
が
ま
と
め
て
描
か
れ
て
い
る
。
太
陽
と
花
の
意
味
を
考
え
る

と
、
前
者
は
神（
創
造
主
）で
あ
り
、
後
者
は
制
作
を
重
ね
る
こ
と
で
神
に
向
か
っ
て（
ま
た

は
、
神
に
祝
福
さ
れ
た
）生
長
す
る
劉
生
の
芸
術
な
い
し
存
在
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、

茎
の
根
元
で
燃
え
上
が
る
炎
は
「
劉
」
の
生
命
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
下
部
に
描
か
れ
た
「
劉
」
を
頂
点
と
し
た
大
地
の
新
た
な
芽
と
二
人
の
少
女
に

よ
る
三
角
形
の
構
図
は
、
や
は
り
ブ
レ
イ
ク
が
描
い
て
い
た
楽
園
の
イ
メ
ー
ジ
を
劉
生
な
り

に
受
容
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》（
一
九
一
七
年
二
月
一
二

日
、
岡
山
県
立
美
術
館
蔵
）を
思
い
出
さ
せ
る（
註
９
）。
こ
の
自
ら
の
サ
イ
ン
を
頂
点
と
し
た

三
角
形
の
こ
の
構
図
は
一
九
一
七
年
ご
ろ
か
ら
二
一
年
あ
た
り
に
か
け
て
制
作
し
て
い
た
静

図 1

図 2

図 3

図 4
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物
画
や
風
景
画
、
そ
し
て
麗
子
像
な
ど
に
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
、
彼
は
写

実
に
つ
い
て
、
描
か
れ
る
対
象
は
彼
が
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
保
証
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
認
識
を
深
め
る（
具
体
的
に
は
描
写
に
よ
っ
て
対
象
に
迫
る
）こ
と
が
で

き
れ
ば
自
己
の
存
在
は
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
り
、
自
ら
を
生
み
出
し
た
神
の
存
在
を
強
く

信
ず
る
こ
と
と
い
う
思
考
が
あ
っ
た（
註
10
）。
画
面
中
央
上
部
に（
こ
と
さ
ら
に
）記
さ
れ
た
サ

イ
ン
と
描
か
れ
た
も
の
の
関
係
は
、
彼
の
思
考
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る（
註
11
）。

　

こ
の
構
図
の
共
通
性
は
、
自
ら
の
裡
に
広
が
る
も
の
か
外
部
で
あ
る
か
と
い
う
違
い
が
あ

り
な
が
ら
、
劉
生
が
「
見
た（
＝
描
い
た
）」
世
界
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
が
一
九
一
八（
大
正
七
）年
に
発
表
し
た
造
形
論
「
内
な
る
美
」
が

「
…
…
只
の
線
、
形
、
色
の
美
、
即
ち
装
飾
の
美
」、「
写
実
の
美
」
そ
し
て
「
…
…
自
然
の

形
を
記
憶
し
想
像
し
又
は
観
念
、
心
理
等
無
形
の
も
の
を
形
に
想
像
し
て
、
そ
れ
を
自
由
に

意
の
ま
ゝ
に
案
配
し
、
使
駆
し
て
内
な
る
美
を
活
か
す
、
即
ち
『
想
像
の
美
』」
の
三
つ
に

分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い（
註
12
）。
静
物
画
の
よ
う
に
可
視
の
世
界
を
描
い
た

作
品
は
「
写
実
の
美
」
で
あ
り
、《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》
な
ど
は
「
想
像
の
美
」
に

該
当
す
る
わ
け
だ
が
、
彼
は
ど
ち
ら
に
も
中
断
し
た
《
人
類
の
意
志（
人
類
の
肖
像
）》
の
構

想
を
反
映
さ
せ
、「
私
」
と
「
神
」
の
関
係
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

劉
生
の
神
に
対
す
る
信
仰
は
一
九
一
四（
大
正
三
）年
に
公
表
し
た
次
の
メ
モ
の
中
に
端
的

に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
信
仰
は
『
新
し
き
村
』
の
表
紙
絵
を
描
い
た
一
九
年
の
末
頃
ま

で（
根
幹
は
）変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、《
人
類
の
意
志（
人
類
の
肖

像
）》
の
制
作
が
未
完
に
終
わ
っ
て
も
彼
が
ブ
レ
イ
ク
的
な
世
界
を
放
棄
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
も
な
る（
註
13
）。

　
　
　
　
　

◯
自
分
は
神
を
信
ず
る

　

自
分
は
自
我
を
信
じ
て
居
る
。
し
か
し
、
神
を
信
じ
な
い
で
自
分
は
自
我
を
信
じ
得
な

い
。
し
か
し
又
、
自
分
は
自
我
を
信
じ
得
る
自
分
に
な
つ
て
は
じ
め
て
神
を
知
り
神
を
信
じ

て
来
た
の
だ
。　
　

一
九
一
四
、
三
、
一
八

…
…（
中
略
）…
…

◯

　

神
を
信
ず
る
と
い
ふ
事
が
神
の
存
在
を
信
ず
る
と
い
ふ
事
で
な
し
に
、
神
が
自
己
を
守
り

給
ひ
み
ち
び
き
給
ふ
と
い
ふ
事
を
信
用
し
切
る
事
で
あ
り
た
い
。

　

天
才
に
の
み
こ
の
事
は
ゆ
る
さ
れ
る
の
で
あ
る
。　
　
　

一
九
一
四
、
四
、
二
一

（
岸
田
劉
生
「
雑
感
」）（
註
14
）

　

こ
の
よ
う
な
図
像
を
個
人
の
作
品
と
し
て
で
は
な
く
雑
誌
の
表
紙
絵
と
す
る
こ
と
は
一
見

奇
妙
で
あ
る
。
そ
し
て
本
来
の
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
れ
ば
「
劉
」
の
サ
イ
ン
が
位
置
す
る
場
所

に
は
画
家
で
は
な
く
神
の
御
子
で
あ
る
イ
エ
ス
が
描
か
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
劉

生
が
一
〇
代
半
ば
で
接
近
し
た
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
理
解
の
未
熟
さ
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
伝
統
的
宗
教
絵
画
に
対
す
る
理
解
の
浅
さ
と
も
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
問
題
が

あ
り
な
が
ら
も
、
彼
は
自
我
の
確
立
と
そ
れ
に
と
も
な
う
生
長
こ
そ
が
神
に
近
づ
く
道
で
あ

る
こ
と
を
實
篤
か
ら
学
ん
だ
た
め
、
描
か
れ
た
図
像
は
實
篤
の
言
語
空
間（『
新
し
き
村
』
だ

け
で
は
な
く
、
当
然
『
白
樺
』
な
ど
も
含
ま
れ
る
）に
お
い
て
、
む
し
ろ
ふ
さ
わ
し
い（
註
15
）。

 

＊

　

一
方
、
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
七
月
号
〜
一
二
月
号
の
表
紙
絵（
図
4
）に
お
い
て
ま
ず
注

目
さ
れ
る
点
は
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
東
洋
風
の
様
式（
ス
タ
イ
ル
）に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る

事
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
の
岸
田
劉
生
は
「
自
分
は
日
本
畫
と
い
ふ
も
の
が
人
類
の
仕
事
と
い
ふ
意
味
で

そ
の
本
統マ
マ

の
芸
術
で
な
い
様
な
気
が
す
る
」（
註
16
）と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
通
り
、
か
ね
て

よ
り
同
時
代
の
日
本
画
に
批
判
的
で
あ
り
自
ら
が
日
本
画
な
ど
に
向
か
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た（
註
17
）。
そ
れ
が
変
化
し
た
理
由
は
、
こ
の
年
の
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
体
験

が
反
映
し
て
い
る
。
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四
月
二
一
日
、
劉
生
は
東
京
帝
室
博
物
館
で
醍
醐
寺
宝
物
特
別
展
覧
会
を
見
学
後
、
五
月

に
入
り
『
水
野
仙
子
集
』
の
表
紙
原
画
を
「
先
日
の
表
慶
館
で
見
た
素
描
淡
彩
の
味
を
参

考
」
に
描
き（
一
日
）、
そ
の
二
日
後
に
は
妻
・
蓁
に
依
頼
さ
れ
た
自
宅
用
の
屛
風
の
た
め
に

麗
子
と
村
娘（
於
松
）を
「
先
日
見
た
表
慶
館
の
仏
畫
の
素
描
か
ら
う
け
た
色
や
線
を
生
か

し
」
て
描
い
て
い
る（
三
日
）（
註
18
）。
現
在
確
認
で
き
る
彼
の
日
記
に
は
前
年
か
ら
「
東
洋
の

美
」
と
自
ら
の
制
作
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
描
線
の
よ
う
な
絵

画
の
根
本
的
な
要
素
に
ま
で
東
洋
風
を
意
識
し
た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
。
彼
は
自

ら
が
描
い
た
麗
子
と
於
松
の
屛
風
を
か
な
り
気
に
入
っ
た
ら
し
く
、
同
時
期
に
制
作
し
た

『
白
樺
』
七
月
号
か
ら
の
新
し
い
表
紙
に
も
似
た
よ
う
な
麗
子
と
於
松
の
姿
を
描
き（
七
日
）、

『
白
樺
十
周
年
紀
念
集
』（
新
潮
社
）の
見
返
し
は
「
一
枚
村
娘
麗
子
の
背
に
一
面
の
花
や
艸
か

い
た
も
の
を
作
つ
た
が
思
は
し
く
な
い
の
で
、
先
日
か
い
た
屛
風
の
様
な
も
の
を
か
き
な

ほ
」
し
て
い
る（
一
〇
日
）（
註
19
）。『
新
し
き
村
』
の
表
紙
原
画
は
こ
れ
ら
の
制
作
に
続
い
て

六
月
九
日
以
降
に
描
か
れ
た
と
推
測
さ
れ（
註
20
）、
麗
子
や
於
松
の
描
写
は
前
月
に
描
い
た

『
白
樺
』
の
装
画
な
ど
に
比
べ
る
と
手
慣
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　
新
し
い
表
紙
に
は
大
き
な
花
の
下
に
麗
子
と
於
松
と
思
わ
れ
る
二
人
の
少
女
が
茎
を
持
っ

て
立
ち
、
傍
ら
に
は
花
を
付
け
た
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
表
紙
絵
に
描
か
れ
た
少
女
た
ち
が

劉
生
に
と
っ
て
身
近
な
存
在 

―
麗
子
と
於
松

― 

で
あ
る
こ
と（
前
述
の
《
春
日
遊
戯
図

（
屛
風
図
案
）》
と
関
連
付
け
て
考
え
る
と
、
両
者
が
制
作
さ
れ
た
時
期
の
間
隔
は
そ
の
ま
ま

愛
娘
が
画
家
の
モ
デ
ル
と
な
る
ま
で
の
時
間
と
な
っ
て
い
る
）で
、
描
か
れ
て
い
る
空
間
が

彼
の
内
面
で
あ
る
こ
と
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
彼
が
主
張
し
た

「
内
な
る
美
」
に
お
け
る
「
想
像
の
美
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

…
…
こ
の
場
合（
引
用
者
註
：
「
想
像
の
美
」
を
指
す
）は
自
然
物
の
形
そ
の
も
の
ゝ
美
を
見

出
す
の
で
は
な
い
。
自
然
の
形
の
中
、
内
な
る
美
し
き
装
飾
の
美
を
表
は
す
に
ふ
さ
は
し
い

形
、
線
、
色
を
借
り
て
つ
か
ふ
の
で
あ
る
。
自
然
物
の
形
は
だ
か
ら
記
憶
で
沢
山
な
の
で
あ

る
。
自
由
に
お
の
が
心
の
ま
ゝ
に
そ
の
形
を
変
へ
て
い
ゝ
の
で
あ
る
。
自
然
の
現
象
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

有
り
得
な
い
様
な
事
で
も
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。（
傍
点
引
用
者
）（
註
21
）

　「
自
然
の
現
象
と
し
て
有
り
得
な
い
様
な
」
イ
メ
ー
ジ
は
、
一
九
二
一（
大
正
一
〇
）年
一

一
月
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
表
紙（
図
8
）と
雑
誌
の
最
終
巻
と
な
っ
た
二
三
年
の
表
紙（
図

10
）に
も
見
ら
れ
る
。
後
者
は
雑
誌
だ
け
で
は
な
く
村
そ
の
も
の
の
経
済
状
態
を
物
語
る
よ

う
に
表
紙
絵
が
占
め
る
ス
ペ
ー
ス
は
全
体
の
半
分
に
も
満
た
な
く
な
り
人
物
も
戯
画
じ
み
て

い
る
が
、
花
と
人
物
の
逆
転
し
た
大
き
さ
は
同
じ
で
あ
る
。
小
さ
く
描
か
れ
た
の
は
麗
子
や

於
松
の
よ
う
な
少
女
た
ち
ば
か
り
で
は
な
い
。
二
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
裏
表
紙
に
用
い

図 5

図 6

図 7

図 8
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ら
れ
た
労
働
す
る
男
性
の
カ
ッ
ト（
図
7
）は
劉
生
の
制
作
の
中
で
も
珍
し
い
が
、
こ
れ
も
人

物
が
花
や
昆
虫
に
比
し
て
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。
實
篤
が
中
心
と
な
っ
て
建
設
さ
れ
つ
つ

あ
る
村
が
、
劉
生
の
理
想
郷
と
同
じ
も
の
で
あ
る
か
、
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か

ら
だ
ろ
う（
註
22
）。

　
似
た
よ
う
な
世
界
が
描
か
れ
た
作
例
と
し
て
、
他
に
も
實
篤
が
一
九
一
八（
大
正
七
）年
に

刊
行
し
た
単
行
本
『
我
孫
子
よ
り
』（
我
孫
子
刊
行
会
）や
二
〇
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
刊

行
さ
れ
た
「
新
し
き
村
叢
書
」
の
た
め
に
劉
生
が
描
い
た
装
画（
図
11
、
12
）、
あ
る
い
は
二

一
年
四
月
に
曠
野
社
か
ら
新
た
に
創
刊
さ
れ
た
『
新
し
き
村
』
の
兄
弟
誌
と
も
呼
ぶ
べ
き

『
生
長
す
る
星
の
群
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。『
我
孫
子
よ
り
』
は
《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図

案
）》
と
同
じ
内
容
で
、
他
は
東
洋
的
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
人
間

た
ち
の
世
界
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
二
〇
年
上
半
期
の
表
紙
絵
同
様
、
妖

精
を
幻
視
し
た
と
い
う
ブ
レ
イ
ク（
註
23
）に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
描
か
れ
て
い
る

空
間
全
体
を
見
れ
ば
六
月
号
ま
で
の
表
紙
絵
の
下
部
に
該
当
す
る
。

お
わ
り
に 

―
神
の
喪
失

―

　
前
項
に
記
し
た
よ
う
に
、
岸
田
劉
生
が
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
の
『
新
し
き
村
』
の
た
め

に
描
い
た
二
種
類
の
表
紙
絵
の
変
化
は
、
様
式（
描
か
れ
方
）に
お
い
て
当
時
の
彼
の
油
彩
や

水
彩
の
制
作
が
一
四
年
の
「
ク
ラ
シ
ツ
ク
の
感
化
」
か
ら
本
格
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
写

実
、
あ
る
い
は（
細
密
）描
写
の
追
求
が
東
洋
の
美
へ
と
向
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
大
き
な
変
化
だ
が
、
む
し
ろ
様
式
が
明
ら
か
に
異
な
り
な
が
ら
表
紙
絵
に
描
か
れ
た

世
界（
の
意
味
内
容
）に
変
化
が
な
く
、
そ
れ
ら
が
共
に
彼
が
か
つ
て
油
彩
の
制
作
に
お
い
て

援
用
し
よ
う
と
し
た
ブ
レ
イ
ク
に
由
来
す
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
世
界（
観
）が

変
わ
ら
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
彼
は
描
き
方
＝
線
描
の
質
を
変
え
る
と
い
う
技
術
的
対
応
の

み
で
転
換
が
可
能
だ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
同
じ
年
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
『
国
粋
』
一
一
月
号
に
寄

稿
し
た
「
想
像
と
装
飾
の
美
」
で
は
今
後
従
来
の
日
本
画
は
形
式
と
し
て
廃
れ
る
と
し
た
上

で
、
画
材
と
そ
の
効
果（「
質
料
の
持
つ
型
に
な
ら
な
い
美
術
品
的
要
素
」）の
み
が
残
り
、
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
前
項
に
引
い
た
「
想
像
の
美
」、
言
い
換
え
れ
ば
「
精
神
を
以
て
こ
の
世
界

を
飾
る
」
ブ
レ
イ
ク
や
シ
ヤ
バ
ン
ヌ
の
よ
う
な
絵
画
世
界
を
描
く
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
て
い
る（
註
24
）。
確
か
に
、
二
〇
年
以
降
に
制
作
さ
れ
た
劉
生
の
日
本
画
を
見
る
と
、
特
に

初
期
の
線
に
見
ら
れ
る
質
あ
る
い
は
表
情
は
『
新
し
き
村
』
の
表
紙
絵
と
同
じ
で
あ
る
し
、

花
と
人
物
の
比
率
な
ど
が
近
似
し
た
も
の
も
あ
る（
註
25
）。
彼
の
東
洋
の
美
へ
の
接
近
は
驚
く

ほ
ど
穏
や
か
に 

―
こ
の
後
、
一
九
二
五
年
頃
の
「
お
つ
ゆ
描
き
」
に
よ
る
油
彩
技
法
の

破
綻
な
ど
と
比
較
す
れ
ば

― 

行
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

図 9

図 10

図 12　同　裏表紙

図 11　武者小路実篤『新しき村
　　　叢書（第二篇）新しき村の
　　　信仰』（曠野社、1920年
　　　9月）表紙
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し
か
し
、
一
九
二
一（
大
正
一
〇
）年
一
一
月
号
か
ら
用
い
ら
れ
た
『
新
し
き
村
』
の
表
紙

絵（
図
8
）は
前
年
と
同
じ
世
界
が
描
か
れ
て
お
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
太
陽
は

描
か
れ
て
い
る
世
界
の
存
在
を
保
証
す
る
象
徴
＝
神
で
は
な
く
、
武
者
小
路
實
篤
た
ち
が
築

き
つ
つ
あ
る
村
の
所
在
地
で
あ
る
「
日
向
」
と
い
う
地
名
の
判
じ
絵
と
な
っ
て
い
る（
上
部

の
飾
り
枠
に
「
向
」
の
文
字
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
）。
こ
の
頃
に
は
油
彩
画
や
水
彩
画
に

お
い
て
「
劉
」
の
サ
イ
ン
を
頂
点
と
す
る
構
図
に
よ
る
作
例
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、

劉
生
は
前
年
の
表
紙
絵
に
描
い
て
い
た
よ
う
な
、
自
ら
と
神
の
関
係
に
基
づ
く
絵
画
制
作
を

止
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る（
註
26
）。
こ
の
傍
証
と
し
て
彼
が
二
二
年
一
二
月
に
記
し
た
「
一

工
人
と
し
て
の
生
活
の
中
に
」
と
い
う
文
章
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
中
に
見
ら

れ
る
、

…
…
私
は
仕
事
上
の
自
己
を
生
か
し
て
行
け
ば
ま
あ
安
心
立
命
が
得
ら
れ
る
の
で
、
そ
し
て

そ
れ
以
外
に
今
私
に
本
当
に
「
生
死
」
の
事
を
超
え
る
道
は
な
い
の
だ
が
、
そ
ん
な
訳
で
、

思
想
と
し
て
の
宗
教
の
方
の
事
に
は
実
際
上
の
交
渉
が
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

…
…（
中
略
）…
…

　

私
は
も
う
4

4

宗
教
上
の
方
面
に
は
、
左
程
御
厄
介
に
な
ら
ず
と
も
す
む

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

だ
け
の
も
の
に
は
な

つ
て
ゐ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
私
の
思
想
な
り
、
仕
事
な
り
生
活
な
り
に
は
或
る
宗
教
も
含
ま

れ
て
ゐ
る
。（
傍
点
引
用
者
）（
註
27
）

な
ど
と
い
う
記
述
は
、
自
ら
「
…
…
内
に
或
る
神
を
求
め
な
く
て
は
落
ち
著
け
な
」
い（「
才

能
及
び
技
巧
と
内
容
に
就
て
」）（
註
28
）と
し
た
、
か
つ
て
の
彼
か
ら
明
ら
か
に
か
け
離
れ
て
い

る
。「
左
程
御
厄
介
に
な
ら
ず
と
も
す
む
」
と
い
う
一
節
に
は
、
軽
侮
と
も
、
門
を
叩
く
者

を
軽
く
あ
し
ら
う
よ
う
な
態
度
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
気
分
が
漂
う（
註
29
）。

　

こ
の
変
化
に
、
関
東
大
震
災
以
後
の
劉
生
の
制
作
が
混
乱
し
た
原
因
の
一
端
を
求
め
る
こ

と
は
可
能
だ
ろ
う（
註
30
）。

 

＊

　
『
新
し
き
村
』
は
同
じ
曠
野
社
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
生
長
す
る
星
の
群
』
と
合
併
す
る

た
め
、
一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
一
一
・
一
二
月
合
併
号
で
終
刊
し
た
。
翌
年
一
月
、
新
た

に
『
人
間
生
活
』
が
創
刊
さ
れ
た
が
岸
田
劉
生
は
こ
の
装
画
を
担
当
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
雑

誌
は
同
年
の
一
〇
・
一
一
月
合
併
号
で
廃
刊
し
た（
註
31
）。

　

そ
し
て
武
者
小
路
實
篤
は
一
九
二
四
年
一
二
月
、
村
の
経
済
を
外
部
か
ら
支
え
る
な
ど
の

理
由
に
よ
っ
て
七
年
間
過
ご
し
た
日
向
の
村
を
離
れ
、
大
晦
日
に
転
居
先
で
あ
る
奈
良
に
入

っ
た（
註
32
）。

註1 

左
記
の
執
筆
者
は
「
同
人
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
誌
の
「
編
輯
室
に
て
」
に
は
「
無
車
」
の
名
で

「「
美
術
館
に
就
て
」
と
云
ふ
一
文
は
志
賀
と
柳
に
見
せ
て
注
意
し
て
も
ら
う
處
は
注
意
し
て
も
ら
つ
た
」

と
あ
る
。

 

同
人
「
美
術
館
を
つ
く
る
計
畫
に
就
て（
並
び
に
同
志
の
人
の
寄
附
を
つ
の
る
）」『
白
樺
』
第
八
年
一
〇
月

号
、
一
九
一
七
年
一
〇
月
、
一
四
六
―
一
四
八
頁

2 

こ
の
文
章
は
左
記
の
三
篇
。
こ
れ
ら
は
纏
め
ら
れ
、
同
じ
年
の
八
月
、『
新
し
き
村
の
生
活
』（
新
潮
社
）と

し
て
刊
行
さ
れ
た
。

 

「
新
ら
し
き
生
活
に
入
る
道
」『
白
樺
』
第
九
年
五
月
号
、
一
九
一
八
年
五
月
、
二
九
―
五
三
頁

 

「
新
ら
し
き
生
活
に
入
る
道
二
」『
白
樺
』
第
九
年
六
月
号
、
一
九
一
八
年
六
月
、
八
八
―
一
〇
七
頁

 

「
あ
る
国
」『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
夕
刊
）一
九
一
八
年
七
月
一
二
日
―
二
一
日（
う
ち
九
回
連
載
）

 

『
新
し
き
村
の
生
活
』
成
立
に
つ
い
て
は
左
記
を
参
照
。

 

大
津
山
国
夫
「
新
し
き
村
の
提
唱
」『
武
者
小
路
実
篤
研
究 

―
実
篤
と
新
し
き
村

―
』
明
治
書
院
、

一
九
九
七
年
、
二
三
―
四
一
頁

3 

『
新
し
き
村
』
の
発
行
所
は
新
し
き
村
社（
一
九
一
八
年
七
月
号
〜
九
月
号
）、
新
し
き
村
本
部（
一
九
一
八

年
一
〇
月
号
〜
一
九
年
二
月
号
）、
新
し
き
村
東
京
支
部（
一
九
一
九
年
三
月
号
〜
二
三
年
八
月
号
）、
新

し
き
村
出
版
部（
一
九
二
三
年
一
〇
月
号
お
よ
び
一
一
・
一
二
合
併
号
）と
変
わ
っ
て
い
る
。
途
中
、「
本

部
」
が
「
支
部
」
に
変
わ
っ
て
い
る
の
は
、
日
向
の
新
し
き
村（
日
向
国
児
湯
郡
木
城
局
区
内
）を
本
部
と

し
た
た
め
。

4 
左
記
を
参
照
の
こ
と
。

 
長
島
豐
太
郎
「
印
刷
所
に
就
て
」『
新
し
き
村
』
第
三
年
三
月
号
、
一
九
二
〇
年
三
月
、
一
六
―
一
八
頁

 

豐
太
郎
「
曠
野
社
よ
り
」『
新
し
き
村
』
第
三
年
一
二
月
号
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
、
三
四
―
三
六
頁

（「
…
…
新
し
き
村
の
第
一
工
場
」
と
い
う
形
容
が
見
ら
れ
る
）

5 

劉
生
の
日
記
か
ら
拾
う
と
、「
白
樺
の
表
紙
及
裏
畫
、
新
し
き
村
雑
誌
、
武
者
の
『
土
地
』
等
の
表
紙
、

裏
畫
、
扉
畫
な
ど
か
く
」（
一
九
二
〇
年
一
二
月
九
日
）、「
如
是
経
の
箱
の
装
畫
と
背
と
を
忘
れ
て
ゐ
た
の

で
、
朝
一
寸
か
き
つ
い
で
に
新
し
い
村
と
星
の
群
の
表
紙
も
か
い
て
み
る
。
二
つ
と
も
在
来
の
が
気
に
入

つ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
」（
二
一
年
九
月
一
二
日
）と
い
う
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
⑤
、
⑥
に
該
当
す
る
。
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こ
の
他
に
、「
…
…
新
し
き
村
叢
書
の
表
紙
裏
絵
、
ニ
ウ
ス
の
カ
ツ
ト
な
ど
描
く
」（
一
九
二
〇
年
五
月
一

日
）と
い
う
記
述
も
あ
る
。
後
者
は
新
し
き
村
の
『
ニ
ウ
ス
』
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
不
明
。

 
岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
五
月
一
日
、
同 

一
二
月
九
日
）」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
五
巻
』
岩
波

書
店
、
一
九
七
九
年
、
三
一
九
、
五
〇
二
頁

 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
一
年
一
二
月
九
日
）」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
六
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九

年
、
二
五
八
頁

 

武
者
小
路
実
篤
と
白
樺
美
術
展
編
集
委
員
会（
編
）『
生
誕
百
年　

武
者
小
路
実
篤
と
白
樺
美
術
展
』
西
武

美
術
館
、
一
九
八
四
年
、
五
〇
頁

 

今
井
信
雄
「〝
新
し
き
村
〞
余
録 

―
中
村
亮
平
伝

―
」『
新
訂 『
白
樺
』
の
周
辺 

―
信
州
教
育
と
の

交
流
に
つ
い
て

―
』
信
濃
教
育
会
出
版
部
、
一
九
八
六
年
、
三
五
六
―
三
七
三
頁

6 

こ
れ
に
つ
い
て
劉
生
は
し
ば
し
ば
回
想
し
て
い
る
が
、
本
稿
と
の
関
わ
り
で
は
左
記
の
文
章
を
参
照
の
こ

と
。

 

岸
田
劉
生
「
才
能
及
び
技
巧
と
内
容
に
就
て
」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
一
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、

五
三
四
―
五
四
六
頁

7　

参
考
ま
で
に
劉
生
が
一
九
一
八
年
ま
で
に
装
画
を
担
当
し
た
単
行
本
を
東
珠
樹
氏
の
調
査
を
基
に
次
に
掲

げ
る
。

 

一
九
一
四（
大
正
三
）年　

ク
ェ
ス
ネ
・
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
オ
ホ（
多
胡
淳
一
訳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
追
想
の
ゴ
オ
ホ
』（
日
本
洋
画
協
会
）

 

一
九
一
六（
大
正
五
）年　

武
者
小
路
實
篤　
『
小
さ
き
世
界
』（
新
潮
社
）

 

一
九
一
七（
大
正
六
）年　

武
者
小
路
實
篤　
『
不
幸
な
男
』（
我
孫
子
刊
行
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
者
小
路
實
篤　
『
カ
チ
カ
チ
山
と
花
咲
爺
』（
阿
蘭
陀
書
房
）

 

一
九
一
八（
大
正
七
）年　

武
者
小
路
實
篤　
『
我
孫
子
よ
り
』（
我
孫
子
刊
行
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
與
善
郎　
　
　
『
生
活
の
花
』（
新
潮
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
者
小
路
實
篤　
『
新
し
き
村
の
生
活
』（
新
潮
社
）

 

一
九
一
九（
大
正
八
）年　

長
與
善
郎　
　
　
『
明
る
い
部
屋
』（
春
陽
堂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
者
小
路
實
篤　
『
自
己
を
生
か
す
為
に
』（
新
潮
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
樺
同
人　
　
　
『
白
樺
脚
本
集（
白
樺
同
人
脚
本
集
）』（
新
潮
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
者
小
路
實
篤　
『
第
二
の
母
』（
聚
英
閣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
者
小
路
實
篤　
『
幸
福
者
』（
叢
文
閣
）

　
　

東
珠
樹（
編
）「
岸
田
劉
生
装
幀
本
一
覧
」『
岸
田
劉
生
装
幀
画
集
』
東
出
版
、
一
九
七
五
年
、
一
五
三
頁

8　

岸
田
劉
生
「
自
分
の
踏
ん
で
来
た
道（
千
九
百
十
九
年
四
月
個
人
展
覧
会
に
際
し
て
）」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
二
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
五
二
一
―
五
二
二
頁（
初
出　
『
白
樺
』
第
一
〇
年
四
月
号
、
一
九

一
九
年
四
月
／
再
録　
『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
聚
英
閣
、
一
九
二
〇
年
）

9　

た
だ
し
、《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》
の
三
角
形
の
構
図
の
頂
点
は
「
劉
」
の
サ
イ
ン
で
は
な
く
、《
古

屋
君
の
肖
像（
草
持
て
る
男
の
肖
像
）》（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
、
一
九
一
六
年
九
月
一
〇
）同
様
、
羽

根
に
「
R
」
の
サ
イ
ン
。

10　

科
英
也
「
油
彩
画
家
・
椿
貞
雄
」
本
紀
要
一
五
頁

11　

劉
生
が
な
ぜ
画
面
中
央
上
部
に
「
R
」
や
「
劉
」
の
飾
文
字
や
サ
イ
ン
を
入
れ
た
か
に
つ
い
て
は
先
行
す

る
考
察
に
乏
し
い
。
註
9
に
も
記
し
た
《
春
日
遊
戯
図（
屛
風
図
案
）》
の
場
合
、
描
か
れ
て
い
る
空
間
の

天
頂
部（
画
面
中
央
上
部
）以
外
に
も
画
面
右
側
に
「
春
日
／
遊
戯
／
図
／
劉
生　
（
羽
根
に
「
R
」
の
サ

イ
ン
）」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
天
頂
部
の
サ
イ
ン
は
単
に
作
者
を
示
す
た
め
の
「
外
的
な
る
添
加
物
」
で

は
な
く
明
ら
か
に
「
創
作
的
の
意
味
が
あ
る
も
の
」（
劉
生
）と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
に
つ
い
て
の
私
見
は
本
文
に
記
し
た
通
り
。

　
　
　

試
案
と
し
て
同
様
の
作
例
を
別
表
に
纏
め
た
。
作
例
は
静
物
画
、
風
景
画
、
人
物
画
を
問
わ
な
い
が
、

人
物
画
の
場
合
は
麗
子
を
描
い
た
も
の
に
偏
重
し
て
い
る
点
が
興
味
を
引
く
。
他
者（
の
存
在
）と
い
う
も

の
を
明
確
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
成
人
を
描
い
た
作
品
に
は
画
面
中
央
上
部
に
殆
ど
サ
イ
ン
が
見
ら

れ
な
い
わ
け
で
、
ブ
レ
イ
ク
的
な
世
界
に
あ
こ
が
れ
な
が
ら
も
自
ら
の
制
作
で
は
主
と
し
て
可
視
の
空
間

を
自
己
の
内
面
に
お
い
て
把
握
す
る（
＝
カ
ン
バ
ス
に
定
着
さ
せ
る
）こ
と
を
自
我
の
確
立
と
し
て
い
た
劉

生
流
の
造
形
思
考
で
は
、
自
分
と
は
異
な
る
意
思
を
持
っ
た
成
人
を
描
く
こ
と
は
自
己
と
他
者
の
違
い
を

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
て
も（
初
期
の
「
首
狩
り
」
が
こ
れ
に
当
た
る
）、
自
己
の
内
面
を
見
つ
め
る
に
は

適
さ
な
か
っ
た
た
め
か
。

　

 

岸
田
劉
生
「
装
飾
文
字
に
就
て
児
島
氏
に
」
註
8
と
同
、
九
五
頁（
初
出　
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
五
年
一

二
月
一
二
日
・
日
曜
附
録
）

12 

岸
田
劉
生
「
内
な
る
美
」
註
8
と
同
、
三
六
六
―
三
七
七
頁（
初
出　
『
白
樺
』
第
九
年
三
月
号
、
一
九
一

八
年
三
月
／
再
録
１　
『
白
樺
の
林
』
聚
英
閣
、
一
九
一
九
年
／
再
録
２　
『
劉
生
畫
集
及
芸
術
観
』
聚
英

閣
、
一
九
二
〇
年
）

13　

こ
の
後
、
一
九
二
二
年
の
日
記
に
「
…
…
先
日
来
た
北
川
と
い
ふ
青
年
畫
を
持
つ
て
来
訪
。
ブ
レ
ー
ク
の

畫
な
ど
見
る
。
ブ
レ
ー
ク
に
は
今
更
感
心
す
る
。
こ
の
美
は
特
別
だ
」（
二
月
一
三
日
）と
い
う
一
節
が
見

ら
れ
る
。
劉
生
が
ブ
レ
イ
ク
に
対
し
て
素
直
な
讃
嘆
を
記
し
た
も
の
と
し
て
は
こ
の
記
述
が
お
そ
ら
く
最

後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

そ
の
後
の
ブ
レ
イ
ク
に
対
す
る
劉
生
の
見
解
は
同
人
誌
『
太
陽
花
』
に
寄
せ
た
文
章
に
記
さ
れ
て
い

る
。

 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
二
年
二
月
一
三
日
）」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
七
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九

年
、
五
八
頁

 

岸
田
劉
生
「
ブ
レ
ー
ク
」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
十
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
七
六
八
―
七
六
九
頁

（
初
出　
『
太
陽
花
』
第
一
〇
号
、
一
九
二
七
年
九
月
）

14　

劉
生
の
思
想
に
お
い
て
「
神
」
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
た
か
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
油
彩

画
家
・
椿
貞
雄
」
で
も
触
れ
た
が
、
彼
が
實
篤
と
出
会
っ
た
一
九
一
一（
明
治
四
四
）年
か
ら
『
劉
生
畫
集

及
芸
術
観
』
が
刊
行
さ
れ
た
二
〇（
大
正
九
）年
頃
ま
で
は
こ
こ
に
引
用
し
た
メ
モ
の
よ
う
な
、
か
つ
て
の

キ
リ
ス
ト
教
経
験
に
人
道
主
義
が
接
ぎ
木
さ
れ
た
信
仰
を
基
盤
と
し
て
彼
の
造
形
論
が
組
み
立
て
ら
れ
て

い
る
。
む
し
ろ
、「
内
な
る
美
」
を
は
じ
め
と
す
る
独
特
か
つ
精
緻
な
造
形
論
の
展
開
は
こ
の
基
盤
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

 

　

な
お
、
や
は
り
劉
生
が
公
表
し
た
一
九
一
五
年
三
月
二
八
日
付
の
メ
モ
に
は
「
自
分
は
自
分
の
太
陽
で

あ
る
事
を
は
つ
き
り
自
分
で
知
り
た
い
。
／
太
陽
で
あ
る
事
を
欲
す
る
ば
か
り
で
な
く
。（
後
略
）」
と
あ

る
。
こ
の
メ
モ
に
従
え
ば
『
新
し
き
村
』
の
表
紙
絵
の
太
陽
と
「
劉
」
の
サ
イ
ン
は
同
じ
も
の
と
な
り
、

上
部
と
下
部
は
同
じ
内
容
が
反
覆
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
メ
モ
に
記
さ
れ
た
太
陽
が

「
神
」
で
は
な
く
「
自
我
」
の
比
喩
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
前
年
に
記
し
て
い
た
メ
モ
の
変
奏
で

あ
る
。

 
岸
田
劉
生
「
雑
感
」
註
6
と
同
、
四
一
六
、
四
二
四
頁（
初
出　
『
エ
ゴ
』
第
二
巻
第
五
号
、
一
九
一
四
年

五
月
）

 

岸
田
劉
生
「
い
ろ
〳
〵
の
事　

太
陽
で
あ
る
事
を
」
註
8
と
同
、
四
七
〇
―
四
七
一
頁（
初
出　
『
劉
生
畫

集
及
芸
術
観
』
聚
英
閣
、
一
九
二
〇
年
か
）
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藁
科
英
也
「
油
彩
画
家
・
椿
貞
雄
」
註
10
と
同
、
一
三
―
一
四
、
四
七
―
四
八
頁

15　

こ
の
表
紙
画
が
初
め
て
用
い
ら
れ
た
『
新
し
き
村
』
一
九
二
〇
年
一
月
号
に
は
日
向
で
村
を
建
設
中
の

佐
々
木
秀
元
が
寄
せ
た
「
新
し
い
家
に
は
ブ
レ
ー
ク
の
畫
が
か
ざ
り
た
い
。
今
ブ
レ
ー
ク
の
マ
ス
ク
が
ほ

し
い
。
そ
れ
か
ら
ゴ
オ
ホ
も
。
だ
ん
〴
〵
と
い
ゝ
畫
が
か
ざ
つ
て
ゆ
き
た
い
。
今
は
色
々
空
想
で
い
つ
ぱ

い
だ
」（「
雑
記
」）と
い
う
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
劉
生
や
佐
々
木
が
ブ
レ
イ
ク
に
対
し
て
寄

せ
る
思
い
に
は
共
通
の
も
の
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 

　

ま
た
、
信
州
で
刊
行
さ
れ
た
『
白
樺
』
衛
星
誌
の
ひ
と
つ
『
兄
弟
』
の
表
紙
は
劉
生
の
こ
の
表
紙
絵
を

模
倣
し
て
い
る
。
た
だ
し
模
倣
で
あ
る
以
上
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
が
「
劉
」
の
サ
イ
ン
ま
で
は
画
面
に
記

さ
れ
て
い
な
い
。

 

佐
々
木
秀
元
「
雑
記
」『
新
し
き
村
』
第
三
年
一
月
号
、
一
九
二
〇
年
一
月
、
三
九
頁

 

註
5
と
同
、
一
九
八
四
年
、
四
四
頁

16 

岸
田
劉
生
「
日
本
畫
に
就
い
て
」
註
13
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
六
三
四
頁（
初
出　
『
邦
画
』
第
二
巻
、
一

九
一
四
年
二
月
）

17 

劉
生
は
一
九
一
五（
大
正
四
）年
に
「
岸
田
劉
生
半
切
画
展
覧
会
」（
巽
画
会
本
部
、
二
月
一
五
―
一
九
日
）

を
開
催
し
て
い
る
が
、
半
切
に
墨
で
描
い
た
と
い
う
こ
と
の
み
で
日
本（
東
洋
）画
へ
の
関
心
は
乏
し
い
。

本
人
も
「
厭
で
厭
で
な
ら
ぬ
の
を
我
慢
し
つ
ゝ
描
い
た
」、「
こ
れ
は
打
ち
開
け
れ
ば
額
縁
へ
の
負
債
を
早

く
返
し
た
い
為
め
と
其
他
い
ろ
〳
〵
の
日
常
の
入
用
と
を
得
た
い
為
め
と
で
あ
つ
た
の
だ
」
と
弁
明
し
て

い
る
。

 

岸
田
劉
生
「
自
分
の
半
切
畫
展
覧
会
に
就
て
」
註
6
と
同
、
四
九
八
―
五
〇
四
頁（
初
出　
『
読
売
新
聞
』

一
九
一
五
年
三
月
三
、
四
日
）

18　

岸
田
劉
生
「（
日
記　

一
九
二
〇
年
四
月
二
一
日
、
同 

五
月
一
日
、
同 
五
月
二
日
）」
註
５
と
同
、
三
〇

九
―
三
一
〇
、
三
一
九
―
三
二
〇
頁　

 

　

劉
生
が
妻
の
依
頼
に
よ
っ
て
描
い
た
屛
風
に
関
し
て
は
左
記
を
参
照
の
こ
と
。

 

『
東
京
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
作
品　

岸
田
劉
生　

作
品
と
資
料
』
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
六

年
、
四
一
頁（
Ⅲ
―
３　

２
２
５
）

19 

劉
生
は
『
白
樺
十
周
年
記マ
マ

念
集
』
の
「
扉
畫
」
と
記
し
て
い
る
。

 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
五
月
七
日
、
同 

五
月
一
〇
日
）」
註
５
と
同
、
一
九
七
九
年
、
三
二

四
、
三
二
七
頁

20　

六
月
九
日
の
日
記
に
「
…
…
原
田
彦
太
郎
来
る
。
新
ら
し
き
村
の
雑
誌
や
本
の
表
紙
の
事
た
の
ま
れ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
制
作
し
た
か
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

 

岸
田
劉
生
「（
日
記
、
一
九
二
〇
年
六
月
九
日
）」
註
5
と
同
、
一
九
七
九
年
、
三
五
七
頁

21　

註
12
と
同
、
三
七
三
頁

22　

本
稿
に
取
り
上
げ
た
『
新
し
き
村
』
の
装
画
は
『
白
樺
』
同
様
劉
生
の
無
償
協
力
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
劉
生
は
木
村
荘
太（
一
八
八
九
―
一
九
五
〇
）や
荘
十
二（
一
九
〇
三
―
八
八
）を
は
じ
め
と
す
る
木
村

家
の
兄
弟
た
ち
の
よ
う
に
村
の
活
動
に
直
接
は
関
わ
っ
て
い
な
い（
理
由
は
不
明
だ
が
健
康
上
の
理
由
か

ら
東
京
を
離
れ
て
鵠
沼
に
移
り
住
ん
で
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
）。

 

　

金
銭
的
な
援
助
に
つ
い
て
み
れ
ば
、『
新
し
き
村
』
誌
上
の
会
計
報
告
で
劉
生
名
に
よ
る
寄
附
が
記
さ

れ
て
い
る
も
の
は
左
記
の
通
り
。
当
時
の
村
の
会
則
で
は
寄
附
を
一
口
五
十
銭
と
定
め
て
い
る
の
で
口
数

か
ら
換
算
し
た（
寄
附
の
期
間
が
不
明
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
）。

 

一
九
一
九
年　

八
月
号　
　

三
円

　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
号　
　

五
円（
七
月
一
六
日
〜
八
月
一
五
日
）

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
月
号　
　

五
円（
八
月
一
六
日
〜
九
月
一
五
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

五
円（　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

）

 

一
九
二
〇
年　

九
月
号　
　

三
円（
七
月
二
三
日
〜
八
月
一
〇
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

一
〇
円（　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

）

 

一
九
二
一
年　

一
月
号　

三
〇
円（
一
一
月
一
一
日
〜
一
二
月
一
〇
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
号　

三
〇
円（
四
月
二
六
日
〜
五
月
一
〇
日
）

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
月
号　

六
〇
円（
八
月
一
一
日
〜
九
月
一
〇
日
）

 

一
九
二
二
年　

一
月
号　

二
五
円（
一
〇
月
二
六
日
〜
一
一
月
二
五
日
）

 

　

一
九
二
〇（
大
正
九
）年
か
ら
一
回
あ
た
り
の
寄
付
金
の
額
が
増
え
て
い
る
理
由
は
、
劉
生
が
新
し
き
村

の
経
済
状
況
が
厳
し
い
こ
と
を
知
っ
た
た
め
だ
っ
た
。
彼
は
二
〇
年
八
月
四
日
の
日
記
に
「
内
藤
琪
土
か

ら
村
の
経
済
に
つ
い
て
金
が
い
る
の
で
椿
の
畫
会
断
つ
て
来
る
。
困
つ
た
事
と
思
ふ
。
し
か
し
い
や
な
気

は
し
な
か
つ
た
」
と
記
し
、
七
日
に
は
「
…
…
村
の
雑
誌
送
つ
て
来
て
今
更
村
の
経
済
の
事
心
配
に
な

る
。
よ
く
行
く
事
を
祈
り
度
い
。
武
者
か
ら
小
泉
に
云
つ
て
来
た
と
か
で
白
樺
同
人
そ
の
他
で
一
先
づ
十

円
づ
ゝ
で
も
助
け
た
い
と
思
ふ
。
畫
会
で
も
起
さ
う
か
と
も
思
ふ
」
と
記
し
て
い
る
。

 

　

劉
生
は
新
し
き
村
の
た
め
の
画
会
を
起
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
す
ぐ
實
篤
に
知
ら
せ
た
。
實
篤
が
『
新
し

き
村
』
の
九
月
号
に
寄
せ
た
八
月
一
五
日
付
の
文
章
に
は
「
…
…
志
賀
は
多
く
は
出
来
な
い
が
困
つ
た
ら

知
ら
せ
て
く
れ
と
云
つ
て
く
れ
た
。
岸
田
は
村
の
為
に
畫
会
を
起
さ
せ
て
も
ら
ひ
た
い
と
云
つ
て
く
れ

た
。（
之
は
今
の
処
安
心
だ
か
ら
あ
と
で
ま
た
た
の
む
か
も
知
れ
な
い
が
と
返
事
し
た
。）」
と
あ
る
。

 

　

画
会
は
新
し
き
村
の
電
化
の
目
的
で
『
白
樺
』
一
一
月
号
に
会
費
六
〇
円（
毎
月
五
円
づ
つ
一
年
間
払

込
）、
会
員
六
名
限
り
と
し
て
告
知
さ
れ
、
そ
の
月
の
内
に
定
員
に
達
し
た
。
劉
生
は
新
し
き
村
の
会
計

宛
に
、
一
二
月
二
日
付
で
三
〇
円
を
画
会
の
入
会
者
の
名
を
添
え
て
送
金
し
て
い
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る

よ
う
に
『
新
し
き
村
』
の
一
九
二
一
年
一
月
号
と
六
月
号
の
寄
附
報
告
に
は
画
会
に
よ
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
画
会
は
順
調
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
二
一
年
一
一
月
一
八
日
付
の
實
篤
に
宛
て
た

手
紙
の
中
で
は
会
費
の
集
ま
り
が
悪
く
、
送
金
が
充
分
に
で
き
な
い
こ
と
を
詫
び
て
い
る
。

 

　

ま
た
、
劉
生
は
金
銭
の
寄
附
以
外
に
も
「
手
の
出
て
ゐ
る
静
物
」（
一
九
一
八
年
一
一
月
号
）、「
村
娘
之

図
及
白
樺
表
紙
原
畫
」（
一
九
年
一
〇
月
号
）を
新
し
き
村
に
贈
っ
て
い
る
。「
手
の
出
て
ゐ
る
静
物
」
は

《
静
物（
手
を
描
き
入
れ
し
静
物
）》（
一
九
一
八
年
五
月
八
日
、
現
・
個
人
蔵
）で
あ
り
、
他
は
不
明
。

 

武
者
小
路
實
篤
「
第
一
新
し
き
村
よ
り
」『
新
し
き
村
』
第
三
年
九
月
号
、
一
九
二
〇
年
九
月
、
三
二
頁

 

岸
田
劉
生
「（
日
記　

一
九
二
〇
年
八
月
四
日
、
同 

八
月
七
日
、
同 

一
〇
月
一
八
日
、
同 

一
一
月
七
日
、

同 

一
一
月
九
日
）」
註
5
と
同
、
一
九
七
九
年
、
四
〇
三
、
四
〇
六
、
四
六
一
、
四
七
六
、
四
七
八
頁

 

岸
田
劉
生
「（
武
者
小
路
實
篤
宛
書
簡　

一
九
二
〇
年
八
月
八
日
、
同 

八
月
一
八
日
・
本
書
簡
の
年
次
は

推
定
、
同 

八
月
二
八
日
、
同 

一
一
月
六
日
、
同 

一
一
月
一
四
日
、
同 

一
二
月
六
日
、
一
九
二
一
年
一
〇

月
二
〇
日
、
同 

一
一
月
一
八
日
、
同 

一
一
月
二
九
日
）」、「（
新
し
き
村
会
計
宛
書
簡　

一
九
二
〇
年
一

二
月
二
日
）」、「
岸
田
劉
生
新
し
き
村
の
為
の
小
品
素
畫
会
」
註
13
と
同
、
一
九
八
〇
年
、
三
二
一
―
三

二
二（
書
簡
nos.
二
五
〇
、
二
五
二
、
二
五
三
）、
三
二
四
―
三
二
六（
書
簡
nos.
二
五
九
、
二
六
〇
、
二
六

二
）、
三
四
六
―
三
四
八（
書
簡
nos.
三
〇
八
、
三
一
〇
）、
三
五
〇
―
三
五
一（
書
簡
no.
三
一
八
）、
七
〇
五

頁（
初
出　
『
白
樺
』
第
一
一
年
一
一
月
号
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
）

＊

 

　

一
九
二
〇
年
五
月
八
日
、
劉
生
は
日
向
か
ら
上
京
し
た
實
篤
と
鵠
沼
で
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
。
こ
の
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時
、
實
篤
を
見
送
る
気
分
に
つ
い
て
「
一
昨
年
武
者
を
九
州
に
藤
沢
で
送
つ
た
時
は
涙
が
こ
ぼ
れ
て
仕
様

が
な
か
つ
た
が
、
今
日
も
涙
ぐ
ま
し
い
気
が
し
た
。
山
本（
引
用
者
註
：
貞
次
郎
。
劉
生
の
後
援
者
・
収

集
家
で
あ
り
、
前
記
の
画
会
に
も
参
加
）は
浜
松
迄
一
緒
、
武
者
は
京
都
大
阪
へ
寄
つ
て
九
州
へ
帰
る
由
。

余
も
来
年
あ
た
り
彼
を
訪
ね
た
く
思
ふ
。
本
当
に
武
者
は
余
に
と
つ
て
兄
の
如
く
、
な
つ
か
し
く
、
し
た

は
し
き
男
也
」
と
記
し
て
い
る
。
椿
貞
雄
は
一
九
二
二
年
五
月
に
實
篤
の
肖
像
画
を
描
く
た
め
に
日
向
ま

で
赴
い
た
が
、
劉
生
は
新
し
き
村
を
訪
問
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

 

岸
田
劉
生
「（
日
記　

一
九
二
〇
年
五
月
八
日
）」
註
5
と
同
、
一
九
七
九
年
、
三
二
五
頁

23　

柳
宗
悦
は
ブ
レ
イ
ク
の
幼
少
期
の
体
験
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 

　

恰
も
天
は
そ
の
預
言
を
充
た
す
為
に
再
び
地
に
ブ
レ
ー
ク
を
送
つ
た
様
に
さ
へ
思
へ
る
。
霊
界
の
秘
事

を
地
に
承
ぐ
為
に
ス
ヱ
デ
ン
ボ
ル
グ
の
後
を
追
つ
た
の
は
実
に
幼
い
此
ブ
レ
ー
ク
で
あ
つ
た
。
神
秘
の
世

界
が
彼
に
開
け
、
異
常
な
性
情
が
外
に
発
露
し
た
の
は
彼
が
ま
だ
幼
い
頃
で
あ
つ
た
。
窓
の
き
わ
に
神
の

幻
影
を
見
て
驚
き
叫
ん
だ
の
は
彼
が
僅
か
四
歳
の
折
だ
つ
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
野
に
遊
ん
で
ペ
ッ
カ

ム
・
ラ
イ Peckam

 R
ye 

か
ら
家
に
帰
つ
て
来
た
途
中
、
彼
は
木
の
間
に
多
く
の
天
使
が
ゐ
て
、
彼
等
の

羽
が
星
の
様
に
光
つ
て
ゐ
る
の
を
見
た
。
又
時
と
し
て
草
を
乾
す
人
の
中
に
天
使
が
歩
い
て
ゐ
る
の
を
見

た
と
云
ふ
。
又
或
夏
野
に
遊
ん
だ
時
木
の
下
に
預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ル
の
姿
を
見
た
。
僅
か
八
歳
の
ブ
レ
ー

ク
が
此
異
常
な
経
験
を
親
に
告
げ
た
時
、
彼
は
偽
る
者
と
見
做
さ
れ
て
厳
し
い
譴
り
を
受
け
た
と
云
は
れ

て
ゐ
る
。
…
…（
中
略
）…
…
幼
い
時
か
ら
此
暗
知
と
幻
像
と
の
力
に
生
ひ
立
つ
た
彼
が
、
生
涯
如
何
な
る

経
験
を
味
つ
た
か
、
又
如
何
な
る
仕
事
を
成
し
得
た
か
は
寧
ろ
明
か
で
あ
る
。
彼
は
幻
像
の
教
へ
に
信
仰

を
持
つ
両
親（
引
用
者
註
：
柳
は
ブ
レ
イ
ク
の
父
親
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
信
奉
者

で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
）の
血
を
受
け
、
幻
像
の
宗
教
に
そ
の
想
像
力
を
育
ま
れ
、
自
ら
幻
像
の

性
情
を
以
て
生
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
彼
の
芸
術
、
彼
の
思
想
、
彼
の
一
生
が
驚
く
べ
き
奇
蹟
に
充
ち
て

ゐ
る
事
は
彼
に
と
つ
て
寧
ろ
自
然
で
あ
る
。 

 

柳
宗
悦
「
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
」『
柳
宗
悦
全
集
著
作
篇
第
四
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
、
二
七
、

三
九
八
、
六
三
三
頁（
初
出　
『
ヰ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク　

彼
の
生
涯
と
製
作
及
び
そ
の
思
想
』
洛
陽
堂
、

一
九
一
四
年
）

24 

岸
田
劉
生
「
想
像（
イ
マ
ヂ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）と
装
飾
の
美　

そ
れ
を
持
つ
特
殊
の
個
性
に
よ
つ
て
生
か
さ
る

可
し
」
註
8
と
同
、
三
〇
七
―
三
〇
九
頁（
初
出　
『
国
粋
』
第
二
号
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
）

25 

岸
田
劉
生
の
日
本
画
に
つ
い
て
は
油
彩
な
ど
に
比
べ
る
と
詳
細
な
紹
介
が
乏
し
い
が
、『
新
し
き
村
』
の

装
画
と
比
較
で
き
る
も
の
と
し
て
《
春
日
麗
々
麗
子
喜
々
》（
一
九
二
〇
年
頃
、
個
人
蔵
）な
ど
が
該
当
す

る
。

 

愛
知
県
美
術
館
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
、
笠
間
日
動
美
術
館
、
東
京
新
聞（
編
）『
生
誕
一
一
〇
年　

岸
田
劉
生
展
』
東
京
新
聞
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
六
頁（
作
品
no.
一
〇
〇
）

＊

 

　

ま
た
、
劉
生
の
日
本
画
に
は
《
児
童
遊
戯（
麗
子
曼
荼
羅
）》（
一
九
二
一
年
五
月
七
日
、
個
人
蔵
）の
よ

う
に
縦
長
の
画
面
の
上
か
ら
下
ま
で
遠
近
に
ま
る
で
変
化
の
な
い
作
例
を
し
ば
し
ば
見
か
け
る
。
私
は
椿

貞
雄
に
つ
い
て
の
報
告
の
中
で
椿
と
劉
生
が
「
東
洋
画
の
文
法
と
も
い
う
べ
き
三
遠
の
法（
高
遠
、
深
遠
、

平
遠
）を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
使
い
こ
な
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
し
た
が
、《
児
童
遊
戯（
麗

子
曼
荼
羅
）》
の
よ
う
な
作
品
の
場
合
、
椿
の
作
品
と
は
異
な
り
、
子
供
た
ち
と
花
の
大
き
さ
の
比
率
が

現
実
離
れ
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

 

東
京
国
立
近
代
美
術
館（
編
）『
没
後
五
〇
年
記
念　

岸
田
劉
生
展
図
録
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
、

一
七
六
、
二
六
四
頁（
作
品
no.
一
五
九
）

 

科
英
也
「
油
彩
画
家
・
椿
貞
雄
」
註
10
と
同
、
二
九
頁

26 

「
在
来
の
が
気
に
入
つ
て
ゐ
な
か
」（
註
5
参
照
）っ
た
た
め
に
劉
生
が
新
た
に
描
い
た
こ
の
表
紙
原
画
の
質

的
な
変
化
を
、
当
時
の
受
け
手
は
感
じ
取
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
編
輯
を
担
当
し
て
い
た
長
島
豐
太

郎
の
文
章
を
次
に
引
用
す
る
。

 

岸
田
劉
生
氏
か
ら
新
し
い
装
幀
を
送
つ
て
下
さ
つ
た
。
同
氏
の
御
厚
意
に
は
実
に
感
謝
す
る
。
製
版
の
都

合
で
十
一
月
号
か
ら
で
な
く
て
は
使
へ
な
い
が
、
そ
の
美
し
さ
は
驚
く
べ
き
も
の
で
、
僕
は
今
迄
で
一
番

い
ゝ
や
う
に
思
つ
て
ゐ
る
。
本
當
に
感
謝
す
る
。

 

（「
曠
野
社
よ
り
」）  

豐
太
郎
「
曠
野
社
よ
り
」『
新
し
き
村
』
第
四
年
一
〇
月
号
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
、

四
三
頁

27 

岸
田
劉
生
「
一
工
人
と
し
て
の
生
活
の
中
に
」『
岸
田
劉
生
全
集　

第
三
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、

二
七
八
―
二
七
九
頁（
初
出　
『
女
性
改
造
』
第
五
巻
第
一
号
、
一
九
二
三
年
二
月
）

28 

註
6
と
同
、
五
三
九
頁

29 

こ
の
変
化
の
背
景
と
し
て
、
劉
生
じ
し
ん
の
経
済
状
態
が
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 

　

一
九
〇
五（
明
治
三
八
）年
の
父
・
吟
香（
一
八
三
三
生
）の
死
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
生
家
の
没
落
、
小
林

蓁（
一
八
九
二
―
一
九
六
四
）と
の
結
婚（
一
九
一
三
）に
よ
る
生
家
と
の（
一
時
的
な
）義
絶
な
ど
に
よ
っ
て

劉
生
は
画
家
と
し
て
活
動
す
る
上
で
絶
え
ず
経
済
的
な
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。

 

　

こ
の
苦
境
の
中
で
劉
生
の
活
動
を
支
え
た
代
表
的
な
後
援
者
と
し
て
芝
川
照
吉（
一
八
七
一
―
一
九
二

三
）が
い
る
。
二
人
の
交
流
は
、
一
九
一
四
年
か
ら
芝
川
の
死
の
年
ま
で
続
い
た
。
初
期
の
劉
生
を
支
え

て
い
た
後
援
者
た
ち
は
芝
川
の
よ
う
な
企
業
経
営
者
や
地
方
の
素
封
家
が
中
心
で
、
原
善
一
郎（
一
八
九

二
―
一
九
三
七
）を
は
じ
め
と
す
る
財
閥
当
主
の
子
や
親
族
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
一
七
年

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
間
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
好
況（
一
九
一
五
―
二
〇
）と
そ
の
後
の
反
動
不
況
が

重
な
っ
て
い
る
が
、
劉
生
は
原
の
よ
う
な
新
た
な
後
援
者
た
ち
と
知
り
合
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
不
況
の
影

響
を
受
け
に
く
い
基
盤
を
獲
得
し
た
。
椿
貞
雄
は
の
ち
に
「
…
…
彼
が
代
々
木
に
住
ん
で
ゐ
た
貧
乏
時
代

に
芝
川
照
吉
氏
や
山
本
貞
次
郞
氏
と
言
ふ
よ
き
パ
ト
ロ
ン
が
あ
り
、
苦
闘
時
代
を
切
り
抜
け
る
事
が
出

来
、
油
の
乗
つ
た
鵠
沼
時
代
に
原
善
一
郞
氏
が
あ
つ
て
、
悠
々
と
落
付
い
て
仕
事
が
出
来
た
」
と
回
想
し
て

い
る
。

 

　

後
援
者
た
ち
の
存
在
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
一
七（
大
正
六
）年
の
第
四
回
二
科
展
に
出
品
し
た
《
初
夏

の
小
路
》（
一
九
一
七
年
五
月
一
七
日
、
下
関
市
立
美
術
館
蔵
）が
最
高
賞
で
あ
る
二
科
賞
と
な
り
作
品
が

売
れ
た
だ
け
で
な
く
賞
金
一
〇
〇
円
を
得
た
他
、
劉
生
自
ら
が
同
じ
一
七
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
行
っ

た
複
製
画
の
頒
布
会（
色
刷
会
）な
ど
も
併
せ
て
み
る
と
、
一
七
年
頃
か
ら
二
三
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ

て
生
活
が
一
変
す
る
ま
で
の
間
と
い
う
も
の
は
彼
の
生
涯
の
中
で
経
済
的
に
最
も
安
定
し
て
い
た
時
期
で

は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
時
期
、
鵠
沼
に
転
居
す
る
理
由
だ
っ
た
健
康
も
恢
復
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
貧
し

か
っ
た
頃
に
抱
い
て
い
た
「
…
…
金
が
無
け
れ
ば
金
以
上
の
も
の
を
求
め
る
。
身
体
が
弱
け
れ
ば
肉
体
以

上
の
も
の
を
求
め
る
。
不
滅
な
も
の
を
求
め
る
。
ひ
た
す
ら
に
真
実
を
求
め
た
」（
椿
貞
雄
）思
考
が
変
質

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

椿
貞
雄
「
岸
田
劉
生
の
仕
事
と
藝
術
」『
新
美
術
』
第
一
五
号
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
、
三
七
頁
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椿
貞
雄
「
岸
田
劉
生
を
め
ぐ
っ
て
」『
み
づ
ゑ
』
第
五
九
三
号
、
一
九
五
五
年
一
月
、
五
〇
頁

30 

劉
生
の
制
作
を
た
ど
る
と
、
浮
世
絵
の
大
首
絵
を
思
わ
せ
る
油
彩
画
《
鯰
坊
主
》（
一
九
二
二
年
一
一
月
一

六
日
、
豊
田
市
美
術
館
蔵
）が
描
か
れ
た
二
ヶ
月
後
に
「
仿
元
人
舜
挙
意
」
と
記
さ
れ
た
紙
本
彩
色
に
よ

る
《
酸
漿
図
》（
一
九
二
三
年
一
月
一
七
日
）が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
点
の
作
品
に
つ
い
て
考
え
る

な
ら
ば
、
彼
の
関
東
大
震
災
以
後
に
見
ら
れ
る
制
作
の
混
乱
は
、
本
稿
に
記
し
た
生
活
の
安
定
に
よ
っ
て

世
界
観
や
宗
教
観
が
変
化
し
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
に
、「
東
洋
」
と
い
う
も
の
に
関
心
を
向
け

た
時
、
既
に
予
告
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

 

　

な
お
、
一
九
二
六（
大
正
一
五
／
昭
和
元
）年
、
劉
生
が
徽
宗
の
《
麝
香
猫
図
》
に
倣
っ
て
岩
彩
で
描
い

た
《
猫
図
》（
笠
間
日
動
美
術
館
蔵
）に
は
猫
の
真
上
に
「
隠
世
造
宝
」
の
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
て
画
面
中
央
上
部
に
記
さ
れ
て
い
た
サ
イ
ン
を
思
い
出
さ
せ
る
。
し
か
し
類
例
が
見
当
た
ら
ず
、
こ

の
作
品
の
構
造
が
過
去
の
作
品
と
同
一
線
上
に
あ
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
判
断
を
保
留
し

た
い
。

31 

『
人
間
生
活
』
の
廃
刊
後
、
一
九
二
六
年
四
月
に
村
内
の
出
版
部
で
『
ひ 

新
し
き
村
』
が
創
刊（
一
九
二

九
年
八
月
ま
で
）さ
れ
、
二
九
年
一
一
月
に
は
新
し
き
村
東
京
支
部
の
編
輯
に
よ
っ
て
『
新
し
き
村
』
が

復
刊
し
て
い
る
。

32 

大
津
山
国
夫
「
離
村
の
前
後
」
註
2
と
同
、
一
一
八
―
一
四
〇
頁

﹇
附
記
﹈

　

掲
載
し
た
図
版
の
う
ち
、『
新
し
き
村
』
に
つ
い
て
は
確
認
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
状
態
の
良
い
も
の
が
少
な

か
っ
た
た
め
、
不
二
出
版
社
に
よ
る
復
刻
版（
一
九
八
八
年
）を
用
い
た
。

　

末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
、
掲
載
許
可
を
賜
っ
た
同
社
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
二
日　

藁
科
記
）
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制作年（①：②） 制作月日 ① ② 作品名 素材 所蔵
1916年（9：56） 5月29日 34 縄飛びする子供 インク、紙

10月29日 49 古家君の顔 鉛筆、紙
1917年（14：75） 2月12日 2 春日遊戯図（屛風

図案）
水彩、紙 岡山県立美術館

4月 21 林檎を持てる麗子 インク・水彩、紙
11月12日 57 林檎と茶碗 墨、紙
12月13日 68 霽れたる冬の日 油彩、カンバス 千葉県立美術館

1918年（8：42） 2月8日 108 5 卓上林檎葡萄之図 油彩、板 豊橋市美術博物館
4月12日 110 9 雲雀鳴日 油彩、カンバス
4月12日 109 10 静物（白き花瓶と

台皿と林檎四個）
油彩、カンバス 福島県立美術館

4月30日 111 13 晩春之草道 油彩、カンバス
5月16日 113 15 五月の砂道 油彩、カンバス 群馬県立近代美術館
10月8日 114 29 麗子五歳之像 油彩、カンバス 東京国立近代美術館

1919年（6：43） 8月23日 118 34 麗子坐像 油彩、カンバス ポーラ美術館
9月23日 － － 静物（林檎と葡萄）油彩、板 笠間日動美術館＊
11月27日 37 鵠沼風景 油彩、板

1920年（11：80） 1月4日 2 麗子七歳坐像 木炭・淡彩、紙
1月8-9日 3 麗子 水彩、紙
1月21-22日 6 照子画像 水彩、紙
1月23-26日 8 照子画像（照子支

那之像）一
水彩、紙 郡山市立美術館

1月9-27日 121 9 二階窓外之冬 油彩、カンバス
1月28日 10 麗子坐像（人形を

持つ麗子坐像）
水彩、紙 ブリヂストン美術館

1月31日-2月3日 14 麗子坐像 水彩、紙
2月3-4日 15 二人麗子之図 水彩、紙
2月17-18日 20 麗子微笑 木炭・水彩、紙
2月29日-3月1日 24 麗子之像 水彩、紙
3月13-14日 29 村娘座像 水彩、紙
2月17日-3月16日 122 32 麦二三寸 油彩、カンバス 三重県立美術館
1919年12月11日-
3月27日

123 33 静物（赤林檎三個、
茶碗、ブリキ罐、匙）

油彩、カンバス 大原美術館

3月10-27日 124 34 早春之一日 油彩、カンバス
5月11-17日 125 41 路傍初夏 油彩、カンバス 埼玉県立近代美術館
5月29日-6月1日 127 47 六月風景 油彩、カンバス
6月6日 48 村嬢於松之像（河

野通勢宛て葉書）
水彩、紙

8月29-31日 57 麗子裸像 水彩、紙
10月15日-11月10日 131 72 毛糸肩掛せる麗子

肖像
油彩、カンバス ウッドワン美術館

12月1-２日 74 麗子 水彩、紙
1921年（12：59） 1920年12月21日-

3月14日
132 7 静物 油彩、カンバス

7月25日 － － 村童図 木炭、紙 笠間日動美術館＊＊
10月1日 41 麗子 水彩、紙
10月5日 43 二階窓外之景（秋景）水彩、紙

　＊ 『求道の画家　岸田劉生と椿貞雄』宮城県美術館ほか、2017年（図録no.31）
＊＊ 『画家 岸田劉生の軌跡』天童市美術館ほか、2014年（図録no.23）

表は主に下記の資料に基づき作成し、検索のためそれぞれの整理ナンバーを記した。
① 市川政憲「油彩作品目録」『岸田劉生画集　目録・解説』岩波書店、1980年、［89］－140頁
② 郡山市立美術館（編）「岸信夫作成『岸田劉生の作品に関する私ノート』1915－1929」『郡山市立美術館研究紀要』第三号、2003年、3－141頁。
資料①と②に記載されている各年の作品点数については制作年の欄に記した（ただし、①の「参考」は含まない）

画面中央上部にサインが記された作例
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Tsubaki Sadao, Oil Painter
Appendices: Kishida Ryusei’s Cover Illustrations for the Atarashiki-mura 
(New Village)

Warashina Hideya

 The exhibition, “Life as Painter: The Art of Tsubaki Sadao and his Family, and Mentor, Kishida Ryusei” 
was held at the Chiba City Museum of Art from June to July 2017. Tsubaki Sadao (1896 —1957) lived in 
Funabashi City, Chiba Prefecture from 1927, and is known as the artist to have established Chiba’s flourishing 
artistic culture. This report is based on the piece that appeared in the exhibition catalog, with the addition of lat-
est research results.
 Tsubaki was born in Yonezawa City, Yamagata Prefecture. He vowed to become an artist, inspired by an 
older brother who had met an early death. From 1914 Tsubaki began a life in Tokyo, where, upon seeing a solo 
exhibition by Kishida Ryusei (1891—1929), was determined to learn painting from him. The next year Tsubaki 
met Kishida, who agreed to take him on. For this reason he never experienced a specialist education at art 
school.
 Kishida was acquainted with the work of the post-impressionists, such as van Gogh and Cézanne, through 
reproductions, acquiring a reputation as the budding young artist in their stead. Unsatisfied with this mold, 
however, he looked towards the Realism of the Northern Renaissance: artists such as Albrecht Dürer and Jan 
van Eyck, and the religious paintings of William Blake. He came to appreciate the beauty of a thing-in-itself, 
and seemed to hail a realism that was at odds with the times in which he lived. To help define his image, Kishi-
da gathered together his followers to create the Sodo-sha. The Sodo-sha’s activities lasted from 1915 until 
1922, and greatly influenced not just contemporary oil painting, but also the work of young students of nihonga, 
traditional Japanese-style painting. (It operated alongside the journal Shirakaba run by young literary scholars 
close to Kishida). As an intimate of Kishida, Tsubaki also participated in this group, and was the most loyal to 
Kishida’s particular artistic philosophy.
 From 1919 to 1920, Kishida redefined his own image, turning his attention to the traditional Chinese 
painting styles of S’ung and Yuan painting, early painted ukiyo-e, and Japanese nanga-style ink-painting. For 
him, Eastern art of bygone eras was a new discovery, and the literary scholars of Shirakaba were soon to shift 
their interests along with him. Behind this was the frustration of a youth who, since the Meiji Period, had learnt 
in detail about European culture, and was all too used to criticizing the current state of Japan. There was also 
the economic prosperity in Japan achieved by the war that created a thriving market for antique art. Kishida did 
not consider deeply the differences in technique and nature of painting materials, and endeavored to portray the 
world of traditional Chinese painting using oil paint. He died at the age of 38, however, without being able to 
overcome the disparity brought about by the materials. Tsubaki very much grieved Kishida’s death. He contin-
ued in the style of S’ung and Yuan painting, his particular interest from among the Chinese classics he had 
studied under his mentor, and from the mid-1920s until his own death, devoted himself to expressing the esthet-
ic of traditional Chinese painting in oils. Tsubaki also sought hard for a solution to coping with different paint-
ing materials. We can acknowledge that he was, to a certain extent, successful in his aim. 
 As supplementary research we traced the transformations in the cover illustrations that Kishida drew for 
the Atarashiki-mura (New Village), a journal for the humanist social movement led by Mushanokōji Saneatsu 
(1885—1976), a fellow Shirakaba member. This helped us to understand how Kishida found his way into the 
world of traditional Chinese painting using influence from William Blake.

(Translated by Barbara Cross)
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